
麹第91号「弼
2017（平成29年3月25日発行）

一．‾　　‾’　　　　■－　∴　■　　∫　　　■，▼‾‾r▼r■I・＿’　　1

一中地区地域のふれあいを広める会

廟抑缶陳
第26回　芸‖能

西中根自治会「湊線今昔物語」

K－Style r夢見る少女じゃいられない他」

2月18日、第26回芸能音楽祭が市文化会館小

ホールで開催されました。29団体の皆さんが参加し

日頃の練習成果を披露。演目が終わるたびに客席か

ら大きな拍手が送られました。特に、西中根自治会

のユーモラスな寸劇は会場を大いに沸かせました。

＿十㌦＿＿－J■一一

スタースタージャンプタンススポーツ少年団「チャチャチャ」

金上自治会「なごみかなでる」

長堀フォークダンスクラブ「ヴアルスデイセルヴオラン」 詩舞・剣舞の会「日本刀を詠ず・春の雪」
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初
め
て
芸
能
音
楽
祭

に
出
演
し
ま
し
た
。
結

成
1
5
年
と
な
り
、
1
中

コ
ミ
セ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、

1
・
3
週
の
火
曜
日
に
堤

先
生
の
ご
指
導
で
、
山

田
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合

わ
せ
て
歌
っ
て
い
ま
す
。

春
夏
秋
冬
の
〓
俊
に
は
、

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
数
の
人
が

歌
っ
て
踊
っ
て
、
楽
し

い
お
祭
り
で
し
た
。
次

回
も
楽
し
み
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ハ
モ
る
」
楽
し
さ
を
求
め
て

お
父
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
・
ベ
ベ松

澤
　
秀
登

月
ス
イ
ー
ツ
ウ
ク
レ

レ
良
い
仲
間
　
美
男
美

女
の
集
ま
り
さ
　
ウ
ク

レ
レ
う
ま
い
し
歌
上

手
う
ぬ
ぼ
れ
や
さ
ん
だ

ね
　
あ
～
や
ん
な
っ
ち

ゃ
っ
た
　
あ
～
驚
い
た
月

と
、
ウ
ク
レ
レ
片
手
に

歌
い
続
け
て
1
5
年
。
今

年
の
芸
能
音
楽
祭
で
も
、

実
行
委
員
や
ス
タ
ッ
フ

の
温
か
い
支
援
の
お
か

げ
で
、
楽
し
く
演
奏
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
か
ら
手
拍
子
ま
で

い
た
だ
き
感
無
量
で
す
。

ス
イ
ー
ツ
ウ
ク
レ
レ

沼
田
　
悦
子

ボ
ロ
ン
と
弾
け
ば
心
は
パ
ラ
ダ
イ
ス



平成29年3月25日

！巴勒地墜　審

一中地区ふれあい

卦興地域等勢金
12月4日、防犯連絡員協議会一中分会主催による「一中地区地域安

全の集い」が、長堀小学校体育館で自治会・子ども会・高齢者クラブ
などから約200人が参力□して、実施されました0

近年、子どもと女性を対象とした犯罪や、高齢者を狙った二セ電話
詐欺事件など、私たちの日々の生活を脅かす事件が多く発生していま
す。当日は、警察署から市内の犯罪の発生状況や特徴などの講話・寸

劇などがあり「一中地区から犯罪をなくそう」の思いを共有しました0

また、勝田一中吹奏楽部の演奏があり、最後に吹奏楽部の伴奏に合

ゎせて参加者全員で「もみじ」などを歌い、ほのぼのとした雰囲気で
集いを終えました。

寸劇　悪徳商法（押し買い）

第91号　　　（2）

の集l

統一スローガン

「一中地区から犯罪をなくそう」

安全なまちづくり県民運動スローガン
「防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ」

子どもと女性の犯罪防止に関するもの

「地域の目　ひろげて育つ　子どもの目」
「ねらわれる　ながらスマホの　暗い道」

二セ電話詐欺防止に関するもの

「今すぐと　せかす電話に　ご用心」

三七電話詐欺に等注意‖

高齢者の被害状況
◆被害件数　242件（前年比＋50件）

◆被害額　約6億4千万円　平成28年10月末現在

（いばらき防犯ファイル　H28No・63号より抜粋）

◆二七電話詐欺相談ダイヤル　雷029－301－0074※24時間対応

ぎ竃‾芦貞‾‘
空襲を受けた日立兵器（現日立工機）
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に
行
き
ま
し
た
。
実
弾
入

り
の
拳
銃
を
持
ち
、
と
て

も
緊
張
し
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
1
週
間

ほ
ど
で
水
戸
の
部
隊
に
戻

り
程
な
く
終
戦
、
無
事
に

家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
緒
に
入
隊
し
て

戦
地
に
行
っ
た
人
も
い
た

の
に
、
本
当
に
運
が
良

か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
い

ます。 忘
れ
ら
れ
な
い
戦
争
の
記
憶

西
中
根
自
治
会
　
打
越
　
嘉
彦
（
撃

現
在
の
「
日
立
工
機
」
の
前
身
で
あ
る
「
日
立

兵
器
」
に
就
職
し
た
の
は
昭
和
1
8
年
、
戦
時
中
の

事
で
し
た
。
私
は
湊
商
業
学
校
を
出
た
の
で
事
務

職
、
同
期
は
3
人
で
し
た
。
工
場
に
は
大
勢
の
人

が
働
い
て
い
て
朝
晩
、
勝
田
駅
か
ら
工
場
の
正
門
ま

で
通
勤
す
る
人
の
群
れ
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。
仕

事
が
始
ま
る
前
に
は
中
央
の
広
場
で
朝
礼
が
あ
り
、

集
ま
っ
た
人
は
千
人
以
上
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

当
時
「
日
立
兵
器
」
は
機
関
銃
等
の
兵
器
を
作
っ

て
い
た
の
で
、
従
業
員
は
戦
地
へ
の
召
集
は
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
2
0
年
に
な
っ
て
米
軍
機

に
よ
る
空
襲
が
始
ま
り
ま
し
た
。
遠
く
か
ら
飛
行

機
の
音
が
聞
こ
え
て
来
る
と
、
2
・
3
機
の
ゲ
ラ
マ

ン
戦
闘
機
が
工
場
を
狙
っ
て
低
く
降
り
て
来
て
機

銃
掃
射
。
常
磐
線
沿
い
の
防
空
壕
に
向
か
っ
て
逃

げ
る
途
中
、
す
ぐ
近
く
に
弾
が
飛
ん
で
き
て
生
き

た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
年
の
春
、
い
よ
い
よ
私
に
も
召
集
令
状
が

来
ま
し
た
。
最
初
、
水
戸
3
7
部
隊
で
訓
練
。
3
か

月
訓
練
し
て
戦
地
に
行
く
予
定
で
し
た
。
た
ま
た

ま
、
日
立
鉱
山
近
く
の
捕
虜
収
容
所
で
人
手
が
足

り
ず
、
日
立
に
住
ん
で
い
た
事
が
あ
る
私
が
手
伝

い
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
は
住
み
込

み
2
人
、
通
い
の
賄
い
2
人
と
で
7
8
人
の
白
人

（
黒
人
も
い
た
）
を
監
視
し
て
い
ま
し
た
。
昼
間
は

捕
虜
を
連
れ
て
、
食
料
に
な
る
山
菜
を
取
り
に
山

恕
眩
惑
蒜
貰
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私のたのしみ

アマチュア無線
佐藤　定男さん（67）

薬師台にお住まいの佐藤定男さんは、現役時代に

機械や建物の修理を担当していたため、手先が器用
で、子育てサロンの遊具（フランコ・すべり台）等、

今まで色々な物を作ってきました。今回は若い頃か
ら楽しんでこられたアマチュア無線についてお話を

伺いました。
佐藤さんがアマチュア無線を始めたのは、今から

約40年前。会社の仲間に誘われたのがきっかけで
した。当時はインターネ、ソトが無く、アマチュア無

線が遠方と簡単に対話する有力な手段でした。未知
の世界に夢を抱いていた佐藤さんは迷うことなく仲

間に入り、仕事の傍ら無線技術を－から勉強。難関
の国家試験を突破し、通信資格を取得しました。不

安を抱きつつ、手作りのアンテナから震える声で初
めて発信し、はるか遠方から応答があった時の感動

は今でも忘れられないそうです。交信相手とは互い

にQSLカード（交信を証明する葉書）を発行し合
いましたが、もらったカードは佐藤さんの財産にな

っています。今でも北海道から九州まで、気の合っ

た相手と定期的に交信していますが、以前は話が盛

り上がり、文通に発展したこともあったそうです。
「アマチュア無線の醍醐味は、いろいろなアイデア
を盛り込み、自作したアンテナで世界中の人々の声

を直接聞けること、そして自分の視野が広がること」

と、眼を輝かせていました。
インターネットで世界中がつながり、遠隔地との

コミュニケーションが容易になった現在、アマチュ

ア無線人口は減少し高歯糾ヒも進んでいるそうです。

佐藤さんの「アマチュア無線にはインターネ、ソトに

無い魅力があります。若い人にもぜひそれを味わっ

亀鑑響号軌鼓象
長堀小学校

長堀小学ヰ交では、お母さんたちのボランティア

グループ「にじの会」による読み聞かせが毎週木

曜日の朝、全クラスで行われて17年になります。

今回、にじの会OB会員の呼びかけで「スーホの

白い馬」の群読に挑戦しました。

2月23日の朝、音楽室に集まった3年生97人

の前に11人のメンバーが並び、馬頭琴の効果音

が流れ始め、いよいよ群読がスタート。1文1文、

メンバーそれぞれが自分の個性で文を読むと、物

語の世界に広がりが生まれます。矢に傷つきなが

ら白い馬がスーホの元に帰ってくるクライマック

スで、「何本も！」「何本も！」「何本も！」日と、

全員が波のように言葉を重ねると感動が会場を包

みました。

罰醒rl三重

地域のわだい

垂基地布鞄尊卑珍重
金上地区

2月3日、金上山不動尊で金上節分会が行われ

ました。この節分会は平成6年金上山不動堂建て

替えの落慶法要以来、年中行事のひとつとして始

められ23回を数えました。

当日は、「真言宗智山派華蔵院」住職による護

摩祈祷が行われ、参力□した皆さんは、それぞれこ

の1年の願い事を祈りました。護摩祈祷の後は、

祥袴の祈願者や住職による豆まきが行われ　集

まった大勢のお子さんから高齢者の皆さんまで、

1年のご利益を求めて、たくさんの豆や菓子等を

拾い集めていました。最後に温かい豚汁が振舞わ

れ、和やかでお腹いっぱいの節分会でした。

馳岨脚働抽脾臓
中根自治会

平成16年5月に後野班防犯パトロール隊が発足。

パトロール隊員は有志者で、毎月2回の後野班全

域及び中根上野公園を巡回する定期集団パトロー

ルと、毎週1回の下校路を見守る通学路パトロー

ルを実施してきました。

平成27年4月にパトロール隊を強化。班内8

組が月ごとの持ち回りで、班の全会員が参加する

ことになりました。これにより、パトロール隊員

が大幅に増え、隊員の士気が高まり、コミュニケー

ションの場にもなっています。平成28年4～9月

の実施記録によると、参加隊員は平均で定期集団

パトロールが15人、通学路防犯パトロールは11

人でした。

生
活
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

富
士
山
自
治
会

鈴
木
　
敏
男

私
は
趣
味
と
し
て
コ
ル
フ

を
た
し
な
ん
で
お
り
ま
す
。

あ
る
大
き
な
コ
ル
フ
コ
ン
ペ

終
了
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、

有
名
な
お
寺
の
名
高
い
住
職

に
言
わ
れ
た
言
葉
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
会
社
を
定
年
退

職
し
て
1
0
年
位
経
ち
、
食
べ

た
い
時
に
食
べ
、
眠
た
い
時

に
寝
て
い
た
頃
で
、
こ
れ
か

ら
何
を
し
て
い
こ
う
か
な
と

考
え
て
い
た
時
期
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

住
職
に
「
朝
、
白
が
覚
め

た
ら
何
を
考
え
ま
す
か
」
と

問
わ
れ
ま
し
た
。
「
朝
、
自

が
覚
め
て
　
『
今
日
は
何
を
し

よ
う
か
な
』
　
と
　
『
今
日
は
あ

れ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
』

で
は
、
ま
る
っ
き
り
生
活
リ

ズ
ム
が
違
い
ま
す
よ
。
内
閣

総
理
大
臣
は
日
本
の
こ
と
を

考
え
、
家
庭
の
奥
さ
ん
は
夕

飯
の
献
立
を
考
え
て
い
る
だ

け
で
、
ボ
ケ
な
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
朝
、
目
が

覚
め
た
ら
　
「
今
日
は
あ
れ
を

し
よ
う
」
　
と
考
え
生
活
を
し

て
お
り
ま
す
。

民
衆
こ
そ
時
世
の
名
判
官

中
根
自
治
会

鯉
測
　
義
文

今
か
ら
3
0
0
年
程
前
の

元
禄
1
5
年
1
2
月
1
4
日
未
明
、

播
州
赤
穂
藩
国
家
老
「
大
石

内
蔵
助
」
　
を
は
じ
め
と
す
る

赤
穂
浪
士
椚
名
が
本
所
吉
良

上
野
介
邸
に
討
入
り
、
そ
の

首
級
を
挙
げ
た
。

こ
の
事
件
は
前
年
3
月
、

江
戸
城
殿
中
松
之
大
廊
下
で

赤
穂
薄
藩
主
「
浅
野
内
匠
頭
」

が
高
家
軒
煎
「
吉
良
上
野
介
」

に
刃
傷
に
及
ん
だ
こ
と
に
端

を
発
す
る
が
、
歌
舞
伎
や
演

劇
・
映
画
で
よ
く
取
上
げ
ら

れ
る
　
「
忠
臣
蔵
」
は
こ
れ
を

基
に
し
た
創
作
作
品
で
、
必

ず
大
入
り
に
な
る
と
い
う
。

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
・
露

こ
れ
と
対
照
的
な
も
の
に

幕
末
の
安
政
7
年
に
起
っ
た

「
桜
田
門
外
の
変
」
が
あ
る
。

公
辺
　
（
幕
府
）
　
の
　
「
御
政
事

（
政
治
）
」
　
を
正
道
　
（
道
義
的

に
正
し
い
道
）
に
復
（
是
正
）

す
る
た
め
、
水
戸
脱
藩
浪
士

が
中
心
と
な
っ
て
時
の
大
老

「
井
伊
直
弼
」
　
を
桜
田
門
外

で
要
撃
し
、
首
級
を
挙
げ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
時

と
し
て
　
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
　
呼

ば
わ
り
さ
れ
る
。

水
戸
人
と
し
て
、
子
孫
の

一
人
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
悲
し

い
こ
と
は
な
い
。
改
め
て
赤

穂
事
件
と
桜
田
門
外
の
変
の

違
い
を
考
え
る
と
、
事
件
が

当
時
一
般
民
衆
に
好
ま
し
い

印
象
を
与
え
た
か
否
か
が
鍵

を
握
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
桜
田
烈
士
の
名
誉
の
た

め
に
も
、
事
変
に
対
す
る
正

し
い
認
識
の
啓
発
に
力
を
注

ぎ
た
い
と
思
う
昨
今
で
あ
る
。

ゝ
亀
y

了
．
‥
い
、
い
い
t

－

　

、

レ

ト

　

■

　

ト

◎
ひ
な
人
形
を
慎
り
ま
し
た

コ
ミ
セ
ン
1
～
3
階
の
ロ

ビ
ー
や
踊
り
場
に
、
ひ
な
人

形
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
9
人
の
方
々
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
や
個
性
が
あ

り
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。

3
月
3
0
日
（
旧
暦
3
月
3

日
）
ま
で
展
示
予
定
で
す
。
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薬師台め公画を特集し衰した。子中コ三セン近くにある、

na

巨二二二と二　　、十もC品

り
ト
ミ
ッ
ク
楽
し
い
ね

幼
児
り
ト
ミ
ッ
ク
教
室
「
ち
ゅ
う
り
っ
ぶ
」

掛
巣
　
宏
美

♪
幸
ラ
キ
ラ
ひ
が
る
～
♪
の
「
き
ら
き
ら

星
」
や
「
か
え
る
の
歌
」
　
な
ど
先
生
の
ピ
ア
ノ

に
合
わ
せ
て
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
U
、
時
に
は

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
や
マ
ラ
カ
ス
を
使
っ
て
リ
ズ
ム

を
取
っ
た
り
し
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
リ
ト

ミ
ッ
ク
で
す
。
現
在
、
毎
週
木
曜
日
午
前
9
時

半
～
1
1
時
4
0
分
、
親
子
3
2
組
が
1
中
コ
ミ
セ
ン

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
春
に
は
笠
松

運
動
公
園
へ
遠
足
に
行
き
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
。

秋
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
で
い
も
掘
り
、
松
戸
体

育
館
で
の
運
動
会
。
冬
に
は
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
日
頃
行
っ
て
い
る
お
遊
戯
を
発
表
し
た
り
、

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
U

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
ま
し
た
。
季
節
ご
と
の

行
事
の
ほ
か
に
も
、
制
作
活
動
や
お
誕
生
会
と

貴
重
な
体
験
を
た
く
さ
ん
重
ね
て
き
ま
し
た
。

ご
指
導
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
こ
の
道
3
0
年

の
子
育
て
の
大
ベ
テ
ラ
ン
井
上
ひ
ろ
子
先
生
と

加
倉
井
洋
子
先
生
で
、
時
に
は
育
児
相
談
に

乗
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
入
会
し

て
も
、
子
ど
も
が
思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ
ず

抱
っ
こ
の
ま
ま
大
半
を
過
ご
す
親
子
も
い
ま
す

が
、
「
見
て
い
る
だ
け
で
も
良
い
経
験
に
な
る
」

と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
体
験
は
無
料
で
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。
対
象
年
齢
は
、
1
歳
半
位
か
ら
未
就

園
の
お
子
さ
ん
で
す
。

※
　
問
い
合
わ
せ
先
　
　
井
上
先
生

h
O
9
0
－
2
4
9
5
－
6
4
7
0

環
境
部
会

2
月
日
日
、
今
年
度
3
回

白
の
地
域
美
化
活
動
を
実
施

し
た
。
好
天
の
も
と
、
足
取

り
も
軽
く
三
反
田
地
区
の
県

道
と
市
道
を
約
2
時
間
、
2

班
2
1
人
で
巡
視
。
ご
み
収
拾

を
行
っ
た
。

ご
み
は
人
通
り
の
多
い
道

路
脇
よ
り
空
き
家
の
ま
わ
り

に
多
か
っ
た
。
空
き
家
対
策

も
含
め
た
環
境
美
化
を
考
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

今
回
収

拾
し
た
ご

み
は
1
0
袋
。

皆
で
地
域

を
き
れ
い

に
保
つ
よ

う
心
が
け

よ
う
＝
‖

青
少
年
部
会

1
月
7
日
、
長
堀
小
で
「
ま

ゆ
玉
つ
く
り
」
が
行
わ
れ
た
。

勝
田
一
中
柔
道
部
員
の
協

力
の
も
と
餅
つ
き
体
験
、
同

合
唱
部
の
コ
ー
ラ
ス
鑑
賞
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

赤
・
白
・
緑
の
餅
の
団
子
を

ま
ゆ
玉
に
見
立
て
飾
ら
れ
た

桜
の
木
は
、
一
足
早
く
春
が

来
た
よ
う
に
見
え
た
。
願
い

を
込
め
た
ま
ゆ
玉
は
、
長
堀

小
と
コ
ミ
セ
ン
玄
関
に
飾
ら

れた。

体
育
部
会

2
月
1
2
日
、
第
1
2
回
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が

行
わ
れ
た
。
参
加
1
9
チ
ー
ム
、

選
手
8
6
人
。
松
戸
体
育
館
の

修
理
工
事
に
伴
い
、
総
合
体

育
館
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

優
　
勝
　
中
根
K
A
M
－
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準
優
勝
　
中
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K
A
M
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二
　
位
　
三
反
田
A

中
根
U
S
－
R
O
N
O

敢
闘
賞
　
西
中
根
T
e

n
＝

福
祉
部
会

2
月
㌘
日
、
5
9
人
の
参
加

に
よ
り
地
域
福
祉
講
習
会
を

行
っ
た
。

第
1
部
は
南
部
お
と
し
よ

り
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
。
テ
キ
ス
ト
を
使

っ
た
認
知
症
の
理
解
と
、
寸

劇
を
通
し
て
対
応
の
仕
方
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

第
2
部
は
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
・

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
講
話

が
あ
り
「
健
康
寿
命
を
の
ば

す
た
め
に
、
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
こ
と
」
　
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
。

文
化
部
会

1
2
月
3
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
で
　
「
ひ
ろ
り
こ
」
奏
者
の

光
平
氏
に
よ
る
「
心
の
い
や

し
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ

た
。
氏
が
自
作
し
た
「
ひ
ら

り
こ
」
　
（
竹
筒
に
9
つ
の
穴

を
開
け
て
リ
ー
ド
を
付
け
て

吹
く
縦
笛
）
　
で
、
唱
歌
や
歌

謡
曲
な
ど
3
0
曲
近
く
を
演

奏
。
特
に
松
任
谷
由
美
メ
ド

レ
ー
で
は
、
「
ユ
ー
ミ
ン
」
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
。
小

さ
な
「
ひ
ろ
り
こ
」
か
ら
響

き
渡
る
音
色
に
包
ま
れ
、
あ

っ
と
い
う
間
の
1
時
間
半
だ

った。

1
2
月
4
日
に
今
回
初
め

て
行
わ
れ
た
　
「
地
域
安
全

の
集
い
」
　
を
、
特
集
し
ま

し
た
。
物
騒
な
昨
今
、
地

域
の
皆
様
が
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
し
ば
ら
く
お
休

み
し
て
い
た
「
心
に
の
こ

る
想
い
出
」
を
載
せ
ま
し

た
。
戦
後
閏
年
、
戦
争
体

験
者
が
少
な
く
な
る
中
、

お
元
気
な
方
に
当
時
の
様

子
を
お
聴
き
し
て
、
皆
様

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
身
近
に
体
愚
者
が
い

ら
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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